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国道９号「口田儀自転車歩行者道」完成の姿が見えてきました！

～歩道等設置による安全・安心な歩行者空間の創出～

松国HP

く ち た ぎ

いずも くちたぎ

○今年の夏、国土交通省松江国道事務所において工事着手した出雲市多伎町口田儀地区

の自転車歩行者道は、順調に工事が進みいよいよ完成間近となりました。

○工事は、国道９号の交通への影響を最小限とした工夫や安全性・施工性を考慮した新

技術を取り入れ、交通規制をできるだけ行わずに細心の注意を払いながら進めていま

す。

○工事の完成は今年の１２月下旬頃を予定しています。

○引き続き工事期間中は地域の皆様にご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をよろ

しくお願いします。（現地の案内に従って通行をお願いします。）

■出雲市多伎町内の国道９号において唯一歩道等がないこの地区の整備により、
◇多伎中学校の生徒が自転車で登校（※1）する際、遮断機のない踏切がある市道を通らずに安全・

安心な国道９号の自転車歩行者道が利用できます。
※1：当地区の小中学生は、平日はスクールバスにより多伎小学校及び多伎中学校に登校しています。

◇コミュニティバス（※2）の上り線の停車スペースが確保され、利用者はバス停までの自転車歩行

者道を通り安全・安心にバスの乗降ができます。
※2：「多伎循環バス」出雲市多伎支所が運営

◇前後の歩道等整備済区間とあわせ、町内の国道９号歩行者空間ネットワーク整備が完了し、安全・

安心な歩行空間となります。



国土を整え、全力
で備える
国土交通省
松江国道事
務所

一般国道９号 口田儀自転車歩行者道整備事業の工事状況
くち た ぎ

工事は、国道９号の交通への影響を最小限とした工夫や安全性・施工性を考慮した新技術を取り
入れ、交通規制をできるだけ行わずに細心の注意を払いながら進めています。

◆安全性・施工性を考慮した新技術

落石防止柵の取壊しは、そのままコンクリート破砕機でとり壊すと国道への破片の飛び散りが懸念されました。
この対策として、まず、くさびでヒビを入れ、作業スペースに引き倒した後安全な状況で取壊しを行う新技術を導
入しました。
これにより、安全性が向上するとともに通常工法だと７日程度必要な片側交互規制を行うことなく撤去しました。

内側からカッターを
入れくさびを設置します。

油圧を掛け
るとカッター
目に沿ってヒ
ビが入ります。

場内に引き
倒し、安全な
状況で小割
を行います。

【土砂飛散や現場状況に対応した小型機械の導入】

国道９号に面した山の掘削工事において、当箇所ではJRと国道
に挟まれた作業スペースが非常に狭い状況であるため、細心の
注意が必要でした。
この対策として、土砂飛散対策や狭い作業スペースに対応した
小型機械を導入し、通行車両・鉄道へ配慮しながら工事を行いま
した。

◆国道９号の交通への影響を最小限とした工夫

国道９号に面した山の掘削工事により頻繁にダンプトラック
が出入りする当箇所では、既設の作業スペースだけでは車両
の転回が難しく、出入りのたびに国道９号通行車両への規制
が生じる懸念がありました。
この対策として、ＪＲ山陰本線側に仮盛土を行い、仮設作業
スペースを増設することで規制を回避し、最小限の影響に留
まるよう工事を行いました。

仮盛土増設ヤード

ダンプの転回が
場内で可能に！

【整備前】 【整備後（イメージ）】【現在の状況】

【仮設作業スペースの増設】

至 松江

至 浜田
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参考資料

事業概要

状況写真

当該箇所は、出雲市多伎町内の国道９号において唯一歩道等がなく、

多伎中学校の生徒が自転車で登校する際は車を避けるために脇道の市道に
入り、遮断機のない踏切を渡り迂回通行している状況です。また、コミュニティ
バスの利用者をはじめ一般利用者も、路肩走行により車両とのすれ違い時に
危険な状況となっています。

本事業は、自転車歩行者道整備により、歩行者及び自転車通行の安全を
確保するものです。

事業箇所図

至 浜田

口田儀自転車歩行者道整備 L=190m

ＪＲ山陰本線

踏切（遮断機無し）

凡 例

：国道９号

：JR山陰本線

：現在の通学ルート

至 松江

日本海

ＪＲ田儀駅

【写真①】 【写真②】

自転車歩行者道
設置

自転車歩行者道設
置により通学ルート
が転換

【掘削工事前】 【掘削工事後】

※草本伐採後

至 松江国道９号

至 浜田

至 松江
国道９号

至 浜田

【写真③】 【写真③】


